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１．目　的
　超高齢社会における高齢者の低栄養を予防し、健康長寿社会を目指すための基礎資料を
得ることを目的として、地域在住の一人暮らし後期高齢者の食生活を調査した。
２．背　景
　山形県の O 地域に在住の75歳以上の一人暮らし自立高齢者105名を対象とし、食事調査
等を実施した。調査期間は2014年₇月から₉月で、管内保健所管理栄養士と在宅栄養士が
対象者の自宅を個別に訪問し、食物摂取頻度調査票（FFQ,Ver.3.5）による聞き取り調査
を行った。適切な摂取範囲の回答が得られた94名を解析対象とし、栄養価計算はエクセル
栄養君（Ver.6.0）を使用した。
３．結　果
　対象者は男性₈名、女性86名の計94名であった。年齢は、男性86.6±4.2歳、女性81.6±3.9
歳で、ＢＭＩ (kg/㎡ ) は、男性22.7±3.2、女性22.6±3.6であった。栄養素等摂取量の男女
各々の平均値および標準偏差は、エネルギーが1,831±391kcal、1,584±330kcal、たんぱく
質は70.3±17.9g、59.4±16.0g、脂質は48.4±11.8g、45.7±15.3g、炭水化物は267.9±71.6g、
230.9±44.6g、カルシウムは669.3±189.7mg、612.5±181.0mg、鉄は8.4±2.9mg、7.5±1.8mg、
ビタミンＡは750±188mgRE、653±195mgRE、ビタミンＢ1は0.88±0.21mg、0.80±0.22mg、
ビタミンＢ2は1.14±0.25mg、1.03±0.30mg、ビタミンＣは122±38mg、119±37mg、食物
繊維は16.1±6.0g、15.1±3.7g、食塩相当量は9.4±4.6g、9.6±3.6g であった。また、食品群
別摂取量の男女各々の平均値および標準偏差は、穀類が454.7±126.1g、333.8±83.5g、い
も類は34.3±30.9g、40.9±28.1g、緑黄色野菜は146.2±59.2g、120.0±48.6g、その他の野菜
は252.0±138.9g、225.2±90.2g、 藻 類 は5.4±5.1g、4.7±3.3g、 豆 類 は74.9±47.1g、69.1±
44.6g、魚介類は102.9±66.9g、68.9±42.4g、肉類は42.1±31.1g、42.2±33.2g、卵類は32.1
±19.5g、30.1±18.9g、乳類は173.8±173.5g、159.4±112.1g、果実類は80.5±42.5g、107.4
±70.0g であった。
４．考　察
　男性対象者人数が少ないものの、今回の食事調査結果での栄養素等摂取量および食品群
別摂取量の平均値は、平成27年度国民健康・栄養調査結果（70歳以上）と比較するとほぼ
同様の値を示した。また、日本人の食事摂取基準（2015年版）（70歳以上）と比較しても
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ほぼその基準に近い値となっていた。しかし、個人差が大きく個別対応の必要性が示唆さ
れた。
以上の内容を、第64回日本栄養改善学会学術総会（平成29年₉月13日～ 15日）で示説発
表した。
